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のうぎょうと農業委員会　第16号

　

農
業
の
担
い
手
の
減
少
や
高
齢
化
、
遊

休
・
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
農
地
利
用

を
め
ぐ
る
状
況
が
大
き
く
変
化
し
、
農

業
・
農
村
の
再
構
築
が
重
要
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
改
正
農
地
法
に
伴
い
、

農
業
委
員
会
の
担
う
役
割
は
質
・
量
と
も

に
増
大
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
農
業
委
員
会
な
ど
農
業
関

係
団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
「
農
地
と
担
い

手
を
守
り
活
か
す
運
動
」
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
農
業
委
員
会
で
は
重

点
的
に
次
の
５
項
目
の
事
業
を
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

⑴
優
良
農
地
の
確
保
・
有
効
利
用
対
策

　

法
令
業
務
の
適
正
執
行
に
努
め
る
と
と

も
に
、
遊
休
農
地
の
発
生
を
防
止
し
、
農

業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
な
ど
に
基
づ
く

農
地
の
有
効
利
用
や
流
動
化
を
促
進
す
る
。

⑵
農
業
者
年
金
業
務
推
進
対
策

　

農
業
者
年
金
へ
の
加
入
促
進
お
よ
び
年

金
受
給
の
指
導
・
相
談
体
制
の
充
実
に
努

め
る
。

⑶
家
族
経
営
協
定
事
業
推
進
対
策

　

女
性
農
業
者
の
地
位
確
立
と
後
継
者
の

自
立
を
支
援
し
、
魅
力
的
な
家
族
農
業
経

営
実
現
の
た
め
、
家
族
経
営
協
定
事
業
の

推
進
に
努
め
る
。

⑷
情
報
活
動
推
進
対
策

　

農
業
委
員
活
動
お
よ
び
農
業
委
員
会
業

務
を
市
民
に
周
知
す
る
と
と
も
に
、
地
域

に
お
け
る
課
題
や
農
業
者
の
意
向
把
握
な

ど
の
情
報
活
動
の
推
進
に
努
め
る
。

⑸
農
政
・
研
修
活
動
推
進
対
策

　

地
域
農
業
の
発
展
お
よ
び
行
動
す
る
農

業
委
員
会
づ
く
り
の
た
め
、
農
政
活
動
お

よ
び
研
修
活
動
の
充
実
に
努
め
る
。

平
成
23
年
度
農
業
委
員
会
の
事
業
計
画

第
21
回
農
業
委
員
統
一
選
挙

　

今
年
は
３
年
に
一
度
の
農
業
委
員
統
一

選
挙
の
年
で
す
。
現
在
の
市
農
業
委
員
の

任
期
は
７
月
19
日
で
満
了
と
な
り
ま
す
。

◆
選
挙
日
程

▼
告
示
日　

７
月
３
日
㈰

▼
投
票
日　

７
月
10
日
㈰

※
今
回
か
ら
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
が

　

28
人
か
ら
22
人
に
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

　

●
１
区
（
旧
市
）
18
人

　

●
２
区
（
旧
町
）
４
人　
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の
う
ぎ
ょ
う
と
農
業
委
員
会

の
う
ぎ
ょ
う
と
農
業
委
員
会

農
地
を
相
続
し
た
場
合

　
　
　
　
　

届
け
出
が
必
要
で
す

　

平
成
21
年
12
月
15
日
施
行
の
改
正
農
地

法
で
、
農
地
を
相
続
し
た
場
合
、
農
業
委

員
会
へ
の
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

◆
有
効
な
活
用
を
目
指
し
て

　

田
や
畑
を
相
続
し
た
も
の
の
、
自
ら
耕

作
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
地
元
の

農
家
な
ど
借
り
手
を
探
す
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止

に
な
り
、
本
来
の
農
地
と
し
て
有
効
な
活

用
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
届
け
出
が
必
要
な
場
合

▼
農
地
の
相
続
（
遺
産
分
割
協
議
に
よ
る

　

も
の
お
よ
び
包
括
遺
贈
に
よ
る
も
の
を

　

含
む
）

▼
法
人
の
合
併
・
分
割
や
時
効
な
ど
に
よ

　

る
権
利
の
取
得　

　

遊休農地の解消事例を紹介します

▼場　所　三本木字野崎地区　　 ▼実施者　白山春男さん（相坂字白上）　　 ▼実施年度　平成21年度

▼実施概要
　　遊休化した農地（田、31アール）を利用権の設定により借り受けした白山さん自らが伐根、整地を
　行いました。その後、上北地域県民局農業普及振興室の指導のもと、復元１年目から多収性の実証ほ
　として飼料用米の作付けを行いました。　　

復　元　前 伐 根 作 業 耕 起 作 業 復　元　後

家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
ま
せ
ん
か

◆
家
族
経
営
協
定
と
は

　

農
業
に
携
わ
る
経
営
主
と
配
偶
者
・
後

継
者
な
ど
が
、
意
欲
と
や
り
甲
斐
を
持
っ

て
経
営
に
参
画
で
き
る
魅
力
的
な
農
業
経

営
を
目
指
す
も
の
で
す
。
経
営
方
針
や
労

働
時
間
、
労
働
報
酬
、
休
日
な
ど
に
つ
い

て
、
家
族
間
で
話
し
合
い
を
し
て
取
り
決

め
ま
す
。

◆
家
族
経
営
協
定
の
メ
リ
ッ
ト

▼
目
標
が
明
確
に
な
り
、
経
営
の
発
展
に

　

つ
な
が
り
ま
す
。

▼
給
料
、
役
割
分
担
、
休
日
な
ど
が
明
確

　

に
な
り
、
配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
の
責

　

任
感
や
や
る
気
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▼
配
偶
者
や
後
継
者
で
も
農
業
者
年
金
保

　

険
料
の
国
庫
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。

　

※
一
定
の
要
件
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

▼
３
月
10
日
、
米
田
一
典
さ
ん
ご
家
族
、

　

立
崎
石
男
さ
ん
ご
家
族
、
和
島
操
さ
ん

　

ご
夫
婦
、
豊
川
定
男
さ
ん
ご
家
族
の
４

　

組
が
「
明
る
い
家
庭
、
ゆ
と
り
あ
る
作

　

業
、
ゆ
と
り
あ
る
く
ら
し
」
を
ス
ロ
ー

　

ガ
ン
に
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
は
５
組
の
農
家
が

　
　
　
　

家
族
経
営
協
定
を
締
結

▼
１
月
21
日
、
宮
本
正
志
さ
ん
ご
家
族
が

　

「
家
族
と
作
物
を
慈
し
み
、
ゆ
と
り
あ

　

る
く
ら
し
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
協
定

　

を
締
結
し
ま
し
た
。

南
部
地
域
農
業
共
済
組
合
か
ら

　
　
　
　
　

畑
山　

喜
太
郎
委
員

　

平
成
23
年
４
月
１
日
、
南
部
地
域
農
業

共
済
組
合
の
理
事
の
改
選
が
行
わ
れ
、
畑

山
喜
太
郎
理
事
が
十
和
田
市
農
業
委
員
会

委
員
と
な
り
ま
し
た
。

家族経営協定調印式（３月10日）

畑山　喜太郎委員

◆加入できるかた ◆保険料は自由に設定できます

◆80歳までの補償が付いた終身年金◆税制面で大きなメリット

 家族１人ひとりの加入が大切

（ヤナギなどが生い茂っています） （グラップルで根を抜き取ります） （ブルドーザーで整地後、耕起します） （飼料用米の作付けを行いました）

あなたの老後生活への蓄えは十分ですか？
国民年金は老後生活の基盤となるものです。
しかし、国民年金だけでは十分ではありません。
新農業者年金にも加入しましょう。

■新農業者年金は、自ら積み立てた保険料とその運用益により将来受け取る年金額が決定する「積立方
　式（確定拠出型）」の年金です。

次の項目を満たしているかたが加入できます。▲

国民年金の第１号被保険者▲

農業に年間60日以上従事しているかた▲

60歳未満のかた

▲

支払った保険料は、全額所得税および個人
　住民税の社会保険料控除の対象となります。▲

将来受け取る農業者年金は、公的年金等控
　除の対象となり、65歳以上のかたは他の公
　的年金と合わせて合計額が120万円まで全
　額非課税となります。

　自分が必要とする年金の目標に向けて、月額
２万円から６万7,000円の間で、1,000円単位で自
由に設定できます。また、経済状況によってい
つでも変更することができます。

　新農業者年金は、65歳から終身受給できます。
仮に80歳前に死亡した場合、80歳までに受け取る
はずの年金を死亡一時金として
遺族が受け取ることができます。


